


















ける暴力行為の発生件数は約 5 万 6 千件であった。加害
児童生徒のうち関係機関（警察等の刑事司法機関等）に
より何らかの措置がとられた児童生徒は，小学校で 126






















































The Examination about self-control as Deterrence-Factors of adolescent 
delinquency and Sense of IBASYO of family relations.
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北陸地方の公立中学校 3 校の 1 ～ 3 年生 1777 名を対
象とし，クラスごとの一斉法により無記名式で調査を




結果，1192 名分のデータ（1 年生男子 198 名，女子 189


























回目から 2 回目までの期間 3 ヵ月間での経験者に絞って





































の値が第１次元で－ 1.77 ～－ 1.21 であったため，１項
目を削除した。よって，本尺度は 1 因子 5 項目構造であ









4 に設定し，4 因子 20 項目が抽出された。則定（2007）
にならい，第 1 因子を“役割感”，第 2 因子を“安心感”，
第 3 因子を“本来感”，第 4 因子を“被受容感”とした。
第 1 因子α＝ .93，第 2 因子α＝ .94，第 3 因子α＝ .95，
第 4 因子α＝ .94 であった。
各合成変数の平均値および標準偏差を Table 1 に示
す。














が 1,105 人，“継続群”（1 学期 2 学期ともに経験がある）













　 1 学期 2 学期 　
M SD M SD
低セルフコントロール 10.47 2.88 10.59 2.90
役割感 18.64 4.75 18.69 4.77
安心感 20.84 4.66 20.79 4.59
本来感 23.69 6.07 23.57 6.03












非 行 の 経 験 の 主 効 果 が み ら れ（F(3,1168)=6.05, 
p<.01），多重比較の結果，経験なし群は経験群よりも役
割感が有意に高かった。性別と学年と非行傾向行為の
経験の 2 次の交互作用が有意であった（F(6,1168)=2.52, 
p<.05）ため，下位検定を行ったところ，女子の 1 年生，
3 年生において単純・単純主効果が有意であった（女子；





















1 学期 1 年 2 年 3 年
　 　 男 女 男 女 男 女
よその人の自転車を盗んだり，勝手に使ったりする 人数 3 0 1 2 3 0
％ 0.25 0 0.08 0.17 0.25 0
病気などの理由がないのに学校をさぼる 人数 4 2 6 8 6 2
％ 0.34 0.17 0.5 0.67 0.5 0.17
店の品物を，お金を払わずにもってくる 人数 3 1 2 2 2 0
％ 0.25 0.08 0.17 0.17 0.17 0
たばこを吸う 人数 2 0 1 1 1 0
％ 0.17 0 0.08 0.08 0.08 0
親にかくれて，お酒を飲む 人数 3 0 0 4 3 2
　 ％ 0.25 0 0 0.34 0.25 0.17
2 学期 1 年 2 年 3 年
　 　 男 女 男 女 男 女
よその人の自転車を盗んだり，勝手に使ったりする 人数 3 0 2 1 10 0
％ 0.25 0 0.17 0.08 0.84 0
病気などの理由がないのに学校をさぼる 人数 6 2 4 7 14 5
％ 0.5 0.17 0.34 0.59 1.17 0.42
店の品物を，お金を使わずにもってくる 人数 2 1 0 2 6 0
％ 0.17 0.08 0 0.17 0.5 0
たばこを吸う 人数 0 0 0 1 8 0
％ 0 0 0 0.08 0.67 0
親にかくれて，お酒を飲む 人数 4 0 0 4 12 5
　 ％ 0.34 0 0 0.34 1.01 0.42
Table 3　非行傾向行為の経験による群ごとの人数（性別，学年別）
1 年 2 年 3 年
　 男 女 男 女 男 女 合計
経験なし群 186 184 153 202 174 206 1105
継続群 2 1 2 5 7 1 18
経験群 2 2 4 9 7 3 27
開始群 8 2 4 6 14 8 42




















コントロール 役割感 安心感 本来感 被受容感
群 学年 性別 M（SD） M（SD） M（SD） M（SD） M（SD）
経験なし群 1 年 男 10.35（2.89） 20.03（4.55） 21.92（3.76） 25.15（5.20） 16.68（3.60）
女 9.28（2.52） 19.65（4.30） 21.95（4.06） 25.34（5.34） 16.76（3.48）
2 年 男 11.04（2.57） 18.54（4.36） 20.48（4.48） 22.53（5.90） 15.59（3.75）
女 10.42（2.97） 18.26（5.00） 20.72（5.00） 23.26（6.65） 15.94（4.07）
3 年 男 10.90（2.79） 18.32（4.73） 20.16（4.73） 22.76（5.85） 15.60（3.72）
女 10.05（2.54） 18.02（4.47） 20.94（4.37） 24.01（5.74） 15.84（3.83）
合計 10.31（2.78） 18.79（4.64） 21.05（4.46） 28.29（5.89） 16.08（3.77）
継続群 1 年 男 15.00（0.00） 18.50（9.19） 18.50（9.19） 23.00（9.90） 15.00（7.07）
女 14.00 （.） 7.00 （.） 16.00 （.） 10.00 （.） 7.00 （.）
2 年 男 12.50（6.36） 19.00（1.41） 20.00（0.00） 24.50（0.71） 16.00（0.00）
女 11.80（2.17） 19.40（4.16） 21.20（5.31） 24.40（7.37） 16.40（4.51）
3 年 男 13.86（1.68） 16.57（4.35） 16.29（5.79） 19.43（5.41） 13.71（3.20）
女 16.00 （.） 10.00 （.） 10.00 （.） 15.00 （.） 8.00 （.）
合計 13.39（2.48） 16.94（5.21） 17.94（5.67） 21.00（6.67） 14.17（4.31）
経験群 1 年 男 11.00（1.41） 20.50（0.71） 23.00（2.83） 26.50（0.71） 17.00（0.00）
女 12.50（4.95） 14.50（0.71） 21.00（5.66） 27.00（4.24） 14.50（3.54）
2 年 男 11.75（5.12） 15.75（7.80） 18.00（5.29） 19.75（9.46） 12.50（5.20）
女 13.56（2.70） 14.67（5.07） 15.89（7.22） 18.22（9.48） 12.11（4.96）
3 年 男 14.29（3.09） 17.14（6.72） 17.86（6.62） 20.71（8.34） 13.43（5.16）
女 10.33（2.31） 9.00（2.65） 14.67（8.74） 14.67（8.50） 9.00（4.58）
合計 12.85（3.29） 15.26（5.81） 17.48（6.48） 19.96（8.48） 12.70（4.74）
開始群 1 年 男 9.38（3.96） 16.13（7.86） 17.25（8.50） 20.50（10.04）13.13（6.71）
女 10.50（0.71） 24.50（0.71） 24.00（1.41） 30.00（0.00） 19.00（1.41）
2 年 男 11.50（3.11） 16.00（8.41） 16.75（8.88） 19.50（10.08）13.25（7.27）
女 12.17（1.17） 18.83（4.17） 20.50（4.32） 24.33（5.43） 16.00（3.41）
3 年 男 13.79（4.02） 18.86（5.25） 19.64（5.17） 23.07（6.40） 16.07（4.32）
女 12.00（3.66） 15.00（2.73） 17.38（5.42） 19.00（6.65） 13.88（3.68）
合計 12.00（3.68） 17.60（5.74） 18.81（6.10） 21.98（7.48） 14.95（4.88）
F 値 性別 0.15 5.05* 0.24 0.65 1.95
学年 1.36 2.55 3.88* 2.66 1.95
非行傾向行為の経験 10.31** 6.05** 6.16** 3.57* 6.99**
性別×学年 0.68 3.03* 1.62 1.28 2.40
学年×非行傾向行為の経験 1.25 1.36 1.45 1.93 1.49
性別×非行傾向行為の経験 0.41 3.85** 1.64 2.03 2.73*
性別×学年× 1.34 2.52* 1.43 2.00 1.67
非行傾向行為の経験
**p<.01 *p<.05





















役割感 安心感 本来感 被受容感
群 学年 性別 M（SD） M（SD） M（SD） M（SD） M（SD）
経験なし群 1 年 男 10.53（3.02） 20.26（4.55） 21.97（4.06） 25.41（5.28） 16.84（3.74）
女  9.47（2.61） 19.54（4.26） 22.03（3.77） 25.13（5.25） 16.38（3.51）
2 年 男 11.00（2.86） 18.56（4.59） 20.46（4.33） 22.92（5.61） 15.97（3.51）
女 10.32（2.79） 17.98（4.85） 20.39（4.98） 22.88（6.58） 15.66（3.95）
3 年 男 11.46（2.64） 18.47（4.98） 19.99（4.92） 22.53（6.17） 15.33（3.99）
女 10.04（2.62） 18.24（4.48） 20.96（4.20） 23.67（5.52） 15.84（3.56）
合計 10.44（2.82） 18.83（4.68） 20.98（4.46） 23.78（5.86） 16.00（3.75）
継続群 1 年 男 15.50（3.54） 17.50（9.19） 19.50（7.78） 24.00（8.49） 14.00（8.49）
女 14.00（.） 5.00（.） 22.00（.） 15.00（.） 9.00（.）
2 年 男 13.50（3.54） 19.00（1.41） 20.00（1.41） 23.50（0.71） 15.00（1.41）
女 10.60（1.52） 17.60（5.81） 18.40（6.84） 22.60（7.30） 14.80（5.07）
3 年 男 13.86（3.44） 15.14（6.89） 15.14（7.54） 16.00（9.04） 12.14（5.30）
女 15.00（.） 8.00（.） 13.00（.） 12.00（.） 8.00（.）
合計 13.17（3.03） 15.56（6.55） 17.33（6.39） 19.28（7.89） 13.00（4.96）
経験群 1 年 男 12.50（0.71） 22.50（0.71） 25.00（0.00） 29.50（0.71） 19.50（0.71）
女 12.00（2.83） 15.50（0.71） 23.00（1.41） 27.50（3.54） 16.50（4.95）
2 年 男 12.75（2.87） 19.00（3.37） 19.75（3.95） 22.50（5.07） 14.50（3.70）
女 12.33（2.06） 16.22（4.09） 17.67（5.57） 20.44（7.65） 14.00（3.35）
3 年 男 12.14（3.34） 18.14（3.02） 18.86（3.58） 22.00（4.69） 14.86（3.02）
女 12.33（3.21） 12.33（3.21） 14.33（2.31） 16.67（5.13） 11.00（1.73）
合計 12.33（2.45） 17.11（3.95） 18.85（4.69） 21.93（6.28） 14.56（3.48）
開始群 1 年 男 10.88（5.36） 18.00（6.74） 20.25（5.04） 21.13（8.18） 13.75（5.70）
女 10.00（4.24） 21.00（5.66） 25.00（0.00） 30.00（0.00） 18.00（2.83）
2 年 男 12.50（2.38） 17.00（8.52） 17.00（6.16） 20.25（9.95） 13.25（6.80）
女 12.17（3.19） 20.50（6.09） 21.00（6.66） 25.17（7.76） 15.83（6.01）
3 年 男 14.36（3.03） 17.21（4.98） 17.71（5.11） 20.64（7.11） 14.43（4.18）
女 11.50（2.39） 13.38（4.87） 15.63（6.00） 16.50（8.11） 12.75（5.04）
合計 12.45（3.62） 17.26（5.96） 18.55（5.70） 21.00（7.99） 14.24（5.01）
F 値 性別 2.51 8.96** 0.04 0.74 1.51
学年 0.72 4.43* 9.47** 7.54** 3.44*
非行傾向行為の経験 9.99** 5.33** 3.04* 3.11* 5.12**
性別×学年 0.04 2.18 0.96 0.91 1.22
学年×非行傾向行為の経験 0.87 2.21* 2.12* 2.38* 1.27
性別×非行傾向行為の経験 0.17 3.55* 1.29 1.78 1.76
性別×学年× 0.46 1.50 1.19 1.82 1.28
非行傾向行為の経験
**p<.01 *p<.05
※開始群における 1 年女子と 3 年女子は，該当者が 1 人であったため，標準偏差は算出されなかった。

































































Wilks’λ=.92, p<.001，安心感 Wilks’λ=.91, p<.001）。標
準化された正準判別関数係数は，“低セルフコントロー
ル”が .90，“安心感”が－ .29 であり，グループ重心
の関数は，非行傾向行為“なし群”が－ .17，非行傾向
行為“あり群”が .56 であった（Wilks’λ=.91, p<.001）。
この結果は，1 学期と同様，低セルフコントロールが高




























る居場所感の“安心感”の 2 変数で Wilks’λ が有意であっ
た（低セルフコントロール Wilks’λ=.94, p<.01，安心感






が .89，“安心感”が－ .31 であり，グループ重心の関数は，
非行傾向行為“なし群”が－ .14，非行傾向行為“あり群”
が.49であった（Wilks’λ=.94, p<.001）。判別的中率は，“な
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